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二
八
〇
〇
万
ト
ン
出
て
お
り
、
処
理

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
に
、
有
機
廃
棄
物

は
、
土
に
混
ぜ
て
微
生
物
に
よ
る
堆

肥
化
で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
処
理

す
る
ま
で
に
二
～
三
ヵ
月
か
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
的
な
処
理
で
は
、
そ

の
過
程
で
メ
タ
ン
ガ
ス
や
亜
酸
化
窒

素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
し
、

ア
ン
モ
ニ
ア
も
生
成
さ
れ
ま
す
。
有

機
廃
棄
物
を
農
地
に
過
剰
に
散
布
す

る
と
地
下
水
汚
染
や
悪
臭
の
原
因
と

　

シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
は
、
イ
エ
バ

エ
が
幼
虫
か
ら
サ
ナ
ギ
に
な
る
時
に

土
か
ら
外
に
這
い
出
て
く
る
習
性
を

生
か
し
て
、
肥
料
と
幼
虫
を
自
然
に

分
離
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含
む
幼

虫
自
体
を
も
飼
料
や
肥
料
と
し
て
活

用
で
き
る
、
効
率
的
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
表
２
の
よ
う
に
、
開
放
箱
体
部

は
特
殊
な
ト
レ
イ
を
数
段
積
み
重
ね

た
構
成
で
す
。
こ
の
ト
レ
イ
に
有
機

廃
棄
物
を
流
し
入
れ
て
、
イ
エ
バ
エ

の
卵
や
幼
虫
を
置
き
ま
す
。
卵
は
八

時
間
程
度
で
孵
化
し
、
生
ま
れ
て
き

た
幼
虫
は
有
機
廃
棄
物
を
餌
と
し
て

成
長
し
ま
す
。
イ
エ
バ
エ
は
ト
レ
イ

の
中
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
な
が
ら

自
由
に
動
い
て
、
消
化
酵
素
を
分
泌

し
な
が
ら
有
機
廃
棄
物
を
分
解
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
工
程
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
一
週
間
で
有
機
廃
棄
物
は

す
べ
て
分
解
さ
れ
ま
す
。

　

成
長
し
た
幼
虫
は
、
開
放
箱
体
部

か
ら
這
い
出
し
て
移
動
す
る
中
で
箱

か
ら
落
下
し
ま
す
。
こ
の
落
下
し
た

幼
虫
を
振
動
コ
ン
ベ
ア
で
回
収
し
ま

す
。
振
動
コ
ン
ベ
ア
は
ロ
ー
ラ
ー
で

動
く
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
よ
う
に
、

ロ
ー
ラ
ー
部
分
に
幼
虫
が
挟
ま
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
効
率
的
に
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
回
収
し
た
幼

虫
は
幼
虫
殺
傷
部
で
煮
沸
殺
虫
処
理

を
さ
れ
て
、
飼
料
化
さ
れ
ま
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、
有
機

廃
棄
物
を
分
解
し
て
飼
料
や
肥
料
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
分
解
を
媒
体
す

る
幼
虫
ま
で
も
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
で
す
。

⑷　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
五
つ

の
メ
リ
ッ
ト

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来

の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
有
機
廃

棄
物
の
分
解
と
比
べ
て
、
①
わ
ず
か
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の
よ
う
な
代
替
昆
虫
の
研

究
等
も
盛
ん
で
、
昆
虫
の

利
用
に
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
発
明

は
、「
食
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
『
フ
ー
ド
テ
ッ
ク

（Food-Tech

）』」
の
活

動
を
し
て
い
る
、
株
式
会

社
ム
ス
カ
の
「
イ
エ
バ
エ

幼
虫
を
使
っ
た
循
環
シ
ス

テ
ム
（
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
バ
イ

オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
。
以
下
、「
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
）（
図
表
１
）」
で
す
。

　

同
社
は
、
公
害
、
タ
ン
パ
ク
質
不

足
、
食
糧
危
機
と
い
っ
た
世
界
的
な

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
、「
昆
虫
を
活
用
し

た
持
続
可
能
な
循
環
型
農
業
の
実

現
」
を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

⑵　
有
機
廃
棄
物
の
処
理
が
世
界
的

な
課
題

　

現
在
、
世
界
中
で
有
機
廃
棄
物
の

処
理
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
、
食
品
廃
棄
物
だ
け
で
年
間

　連載　連載

第13回 監修・アグリ創研株式会社 代表取締役　浅野 卓

も
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
な
処
理
で
あ
る
コ
ン
ポ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
空
気
を
送
り
込
み

な
が
ら
分
解
を
促
進
す
る
た
め
、
屋

外
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
発
酵
臭
が
発
生
し
て
、
周
辺
住

民
か
ら
臭
い
に
対
す
る
苦
情
が
出
る

た
め
、
住
宅
密
集
地
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
苦
情
へ
の
対
応
に
も
労
力

を
使
い
ま
す
。

⑶　
イ
エ
バ
エ
の
習
性
を
生
か
し
た

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム

　

前
述
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
に
は
、
イ

エ
バ
エ
の
循
環
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

ム
ス
カ
の
特
許
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

（
特
許
第6746153

号
「
イ
エ
バ

エ
幼
虫
飼
育
方
法
及
び
そ
の
飼
育
設

備
」）。

　

特
許
の
特
徴
は
、
①
三
つ
の
工
程

（
幼
虫
飼
育
工
程
、
回
収
工
程
、
殺

虫
工
程
）
で
有
機
廃
棄
物
を
肥
料

化
・
飼
料
化
す
る
と
同
時
に
、
②
有

機
廃
棄
物
を
分
解
す
る
役
目
を
担
う

イ
エ
バ
エ
自
体
も
回
収
し
て
、
③
飼

料
化
す
る
方
法
と
設
備
を
実
現
化
し

た
こ
と
で
す
。

第
13
回 

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
化
さ
れ

た
イ
エ
バ
エ
に
よ
る 

「
有
機
廃
棄
物
の
地
域
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」

　

今
回
は
、
昆
虫
技
術
の
研
究
お
よ

び
そ
れ
を
用
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
処
理

プ
ラ
ン
ト
を
中
核
と
し
た
、
バ
イ
オ

マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
取
り

上
げ
ま
す
。
こ
の
技
術
は
、
旧
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
（
現
ロ
シ
ア
）
の
宇
宙
開

発
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
イ
エ
バ
エ
に
よ

る
一
〇
〇
％
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
世
界
の
食

糧
危
機
の
解
消
と
環
境
問
題
の
解
決

を
目
指
す
も
の
で
す
。
本
記
事
は
、

現
時
点
で
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
を

基
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１　
製
品
・
発
明
の
紹
介

⑴　
い
ま
、
昆
虫
の
利
用
が
熱
い
！

　

従
来
か
ら
、
生
物
農
薬
や
ミ
ツ
バ

チ
に
よ
る
受
粉
な
ど
、
農
業
に
昆
虫

が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
今
は
、

代
替
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
の
昆
虫
や
、

ミ
ツ
バ
チ
の
代
わ
り
と
な
る
ヒ
ロ
ズ

キ
ン
バ
エ
（
商
標
「
ビ
ー
フ
ラ
イ
」）

【図表１】MUSCA のバイオマスリサイクルシステム

1 週間

有機廃棄物

イエバエ卵

ⓐMUSCA 有機肥料

ⓑMUSCA 飼料
（出所）ムスカ株式会社HP、特許公報より作成

田中 良恵　�知的財産アナリスト（コンテンツ） 
二級知的財産管理技能士（管理業務）

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構にて、成果活用等の知的財産業務に従事。銀行、技術ライター、
マーケティング会社のアナリスト、大学職員、研究機関職員等を経て、現職。営業、マーケティング、
企画などの経験を活かし、企業とのライセンス交渉や技術移転などを担当している。

【図表２ 】 「イエバエ幼虫飼育方法及びその飼育設備」（ 特許第 6746153 号）

入れて
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一
週
間
と
い
う
短
期
間
で
有
機
廃
棄

物
を
処
理
し
、
②
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
有

機
肥
料
（
前
掲
図
表
１
の
ⓐ
）」
と

「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
飼
料
（
前
掲
図
表
１

の
ⓑ
）」
を
同
時
に
生
産
で
き
る
、

経
済
性
に
も
優
れ
た
発
明
で
す
。

　

ま
た
、
③
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム

は
、
ト
レ
イ
を
積
み
重
ね
る
方
法
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
屋
外
で
は
な
く

室
内
に
設
置
で
き
、
有
機
廃
棄
物
を

室
内
で
分
解
処
理
を
行
う
た
め
、
大

気
汚
染
物
質
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
回

収
が
で
き
、
臭
気
は
外
部
に
漏
れ
ま

せ
ん
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、

環
境
に
も
配
慮
し
て
お
り
、
設
営
場

所
を
選
び
ま
せ
ん
。

　

④
イ
エ
バ
エ
は
そ
の
幼
虫
の
排
泄

物
や
幼
虫
自
体
も
飼
料
や
肥
料
に
で

き
ま
す
。
し
か
も
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ

ス
テ
ム
で
生
産
さ
れ
る
肥
料
や
飼
料

は
、
栄
養
価
が
高
い
タ
ン
パ
ク
質
を

含
ん
だ
肥
料
や
飼
料
に
な
り
ま
す
。

一
般
に
タ
ン
パ
ク
質
飼
料
や
肥
料
の

原
料
は
、
魚
粉
が
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
魚
の
養
殖
は
コ
ス
ト
面
も

含
め
増
産
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
昆
虫
は
大
量
生
産
が

容
易
な
た
め
、
⑤
コ
ス
ト
面
で
も
優

位
性
が
あ
り
ま
す
。

２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
効
率
的
に
処
理
で
き
る
こ
と

　

オ
ラ
ン
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
や
カ
ナ

ダ
の
企
業
も
、
昆
虫
を
用
い
て
有
機

廃
棄
物
を
分
解
す
る
研
究
開
発
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

も
イ
エ
バ
エ
を
使
っ
て
有
機
廃
棄
物

を
処
理
す
る
発
明
は
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
①
常

温
で
運
用
で
き
、
②
有
機
廃
棄
物
で

あ
れ
ば
す
べ
て
一
週
間
で
分
解
し
、

③
効
率
的
に
イ
エ
バ
エ
を
回
収
し

て
、
④
肥
料
お
よ
び
飼
料
に
で
き
る

点
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
他
の
発
明
と
比

較
し
て
優
位
性
が
あ
り
ま
す
（
図
表

３
）。

⑵　
イ
エ
バ
エ
を
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
化

す
る
交
配
ノ
ウ
ハ
ウ
が
事
業
の
要

　

ム
ス
カ
が
も
つ
特
許
技
術
と
、

「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
化
さ
れ
た
イ
エ
バ

エ
」
の
交
配
技
術
が
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
化
さ
れ
た
イ
エ

バ
エ
」
と
は
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

（
現
・
ロ
シ
ア
）
崩
壊
に
伴
い
、
同

国
の
宇
宙
開
発
用
に
研
究
さ
れ
て
い

た
イ
エ
バ
エ
の
種
と
交
配
技
術
を
基

に
、
安
全
性
や
機
能
性
の
検
証
を
進

め
つ
つ
、
約
五
〇
年
間
交
配
を
続
け

て
、
一
二
〇
〇
世
代
以
上
に
渡
る
交

配
を
重
ね
た
「
生
産
性
の
高
い
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
化
さ
れ
た
イ
エ
バ
エ
」
の

こ
と
で
す
。

　

イ
エ
バ
エ
は
湿
潤
な
環
境
下
で
も

生
育
可
能
な
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す

が
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う

に
密
集
し
た
空
間
で
人
工
的
に
飼
育

す
る
と
、
卵
が
孵
化
し
づ
ら
く
、
幼

虫
も
十
分
に
成
長
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ム
ス
カ
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
化
し

た
イ
エ
バ
エ
は
、
狭
い
場
所
に
多
く

の
卵
を
置
い
て
も
、
効
率
的
に
成
育

で
き
ま
す
。
こ
の
「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

化
す
る
交
配
の
方
法
」
は
、
ム
ス
カ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の

要
で
す
。

３　

想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
・

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴　
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
可
能
性

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
「
室
内

で
有
機
廃
棄
物
の
処
理
が
で
き
る
」

た
め
、
設
営
場
所
が
限
定
さ
れ
ま
せ

ん
。
市
街
地
に
設
置
す
る
こ
と
も
、

酪
農
家
や
農
場
の
近
く
に
設
置
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
原
材
料
と
し
て

家
畜
の
糞
尿
だ
け
で
な
く
食
品
廃
棄

物
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
両

者
と
も
比
較
的
容
易
に
有
機
廃
棄
物

を
近
隣
地
域
で
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
生
産
し
た
肥
料
や

飼
料
は
都
市
部
で
は
近
郊
農
家
へ
、

農
村
地
区
で
は
地
域
へ
供
給
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

つ
ま
り
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム

は
、
イ
エ
バ
エ
卵
製
造
施
設
と
と
も

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
原
材
料
の
確

保
か
ら
そ
の
処
理
、
生
産
さ
れ
た
飼

料
や
肥
料
の
消
費
ま
で
、
そ
の
地
域

で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
、
有
機
廃
棄

物
の
地
域
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。

　

国
内
に
お
け
る
飼
料
の
総
供
給
量

は
年
間
二
七
〇
〇
万
ト
ン
で
、
そ
の

う
ち
国
内
産
原
料
は
全
体
の
一
割
程

度
で
す
。
配
合
飼
料
原
料
の
ほ
と
ん

ど
が
外
国
産
で
あ
る
た
め
、
飼
料
価

格
は
大
き
く
変
動
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
飼
料
は
年
間
を
通
じ
て
一
定

量
の
供
給
が
安
定
的
に
必
要
な
た

め
、
原
材
料
の
確
保
か
ら
生
産
、
供

給
ま
で
地
域
で
回
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
為
替
に
よ
る
変
動
や
運
搬
費
用

の
削
減
等
、
コ
ス
ト
面
で
も
安
価
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
崎
大
学
と
の
共
同
研
究
で
は
、

土
壌
の
改
善
効
果
や
病
原
菌
の
抑
制

効
果
、
収
穫
量
の
増
加
な
ど
の
結
果

が
出
た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
肥
料

の
実
証
実
験
に
協
力
し
た
農
家
か
ら

は
、
米
や
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
イ

チ
ゴ
な
ど
、
病
気
に
強
い
、
収
穫
量

が
増
加
し
た
等
の
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
飼
料
に
関
し
て
も
、
愛
媛
大
学

と
の
共
同
研
究
で
、
家
畜
用
の
エ
サ

と
比
べ
て
鶏
や
魚
の
食
い
つ
き
が
よ

く
、
病
気
に
強
く
な
る
等
、
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
質
の
高

い
肥
料
や
飼
料
を
、
国
内
さ
ら
に
は

地
域
内
で
生
産
で
き
る
の
で
す
。

⑵　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
、
世
界
の

注
目
を
集
め
る

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
「
飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、
食
料

安
全
保
障
及
び
栄
養
改
善
を
実
現

し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す

る
」
と
い
う
目
標
に
も
大
き
く
関
係

す
る
、「
食
の
安
全
や
環
境
と
調
和

し
た
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る

こ
と
」
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
技
術

で
す
。

　

イ
エ
バ
エ
を
大
量
生
産
す
る
た
め

の
設
備
投
資
を
含
め
て
、
事
業
化
を

進
め
て
い
る
ム
ス
カ
の
活
動
は
、
国

内
外
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
株

式
会
社
電
通
が
運
営
す
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
」
に
お
い
て
、
二
〇
一
九
年
三

月
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

二
〇
一
九 
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
注
１
）」
で
、
第
一
期

採
択
企
業
一
一
社
の
中
か
ら
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
米
国
ア
ジ
ア
技
術
経
営
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
「
二
〇

二
〇
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
ア
ワ
ー
ド
（
注
２
）」
で
注
目
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
五
社
に
選
ば
れ

て
お
り
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
注
１
）
若
き
経
営
者
や
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
事
業
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
人
た

ち
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＆
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
。

（
注
２
）
二
〇
一
一
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

二
〇
二
〇
年
で
一
〇
回
目
を
迎
え
る
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
日
本
の
架
け
橋

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
。

�

（
た
な
か　

よ
し
え
）

【図表３】イエバエを使った廃棄物処理

自動化

成長促進

有機廃棄物を処理
振動コンベアで幼虫を効率的に回収

特開平 10－216785 号

・家畜の堆肥を入れた容器に昆虫（イ
エバエ）の卵を置き、孵化した幼虫
が堆肥を食し分解、堆肥化。

・トレイの搬入と排出、および容器外
に出た幼虫の回収は手作業。

・処理室内の臭い、容器から這い出た
幼虫が周囲を這い回る等、作業環境
が悪く、非効率的。

特許第 6746153 号

・有機廃棄物をイエバエの卵と幼虫で
飼料および肥料化。

・幼虫は廃棄物の中を移動しながら角
度をつけたトレイから落ち、振動コ
ンベアで自動的に回収される

・処理室の生育環境は常温 15 ～ 25℃

特許第 5718033 号

・イエバエの食性を増進させる食性増
進材（もみ殻・おから）を入れ、幼
虫の生育を促進。効率的に堆肥化。

・家畜（豚・鶏）の排泄物から有機堆
肥飼料を製造。

・トレイに食性増進材を混入した排泄
物を入れ、卵を山盛りにのせる。

・幼虫の一部を回収して、成長させ、
卵を産ませる「リサイクルシステム」

・処理室の生育環境は温度 27 ～ 31℃、
湿度 50 ～ 70％

特許第 3463166 号

・家畜（豚）の糞尿から肥料を製造。
・糞尿を乗せたトレイに卵をセットし
た後の作業はほぼ自動化。
・トレイから這い出た幼虫は、トレイ
の左右に設けたガイド板によって、
コンベアに落ちる仕組み

・処理室の生育環境は温度 20 ～ 30℃、
湿度 50 ～ 80％
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